
第
十
回
津

軽
三
味
線
 

(
  

全
日
本
金
木

大
会
 

,
 

、
“
 

速
く
正
確
に
弾

く
だ

け
が

津
軽
三
味

線
の
価
値
で

は

な
い
。
 津
軽
三
味
線

の
命
は
、

燃
え

る
情
熱
と

そ
の
人

だ
け
が

持
つ

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ

ー
あ
ふ
れ

る
表
現

力
で

あ
る
。

若
さ

み
な
ぎ

る
演
奏
、

女
性
ら
し

い
表
現
、
 素

直
な
人

間
性

の
現
れ
た
心

暖
ま
る
演

奏
、
「
な
る
ほ
ど

」
 

と
思
わ

せ
る
技
法
、
年
齢

か
ら

く
る
深

み
の
あ
る
音
色
、
 

息
の
合
っ

た
迫
力
あ
る
合

奏
な
ど
、
 そ
の
す
べ

て
が
素

晴
ら
し

い
。
 

『’警燃翻烹倉杏大了
I 

・
『
心
」
欝
藤
 

こ
ど
魚
降

～
卿
（《
 

津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
・
金
木

町
で
五
月
四
日
、
第
十
回
津
軽
11一

味
線
全
日
本
大
会
が
芦
野
公
園
内

の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
開
か
れ
、
全

国
各
地
の
腕
自
慢
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
に
先
立
ち
、
参
加
者
と
関

係
者
が
川
倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
内

に
あ
る
「
津
軽
三
味
線
塚
」
と
公

園
内
の
「
三
味
線
発
祥
碑
」
に
献

花
。
審
査
委
員
長
の
大
像
和
雄

さ
ん

（
作
家
、津
軽
三
味
線
ル

ー
 

ッ
解
明
者
）
が
「
発
祥
の
地
で
あ

る
金
木
で
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ

る
。
順
位
で
は
な
く
、
三
味
線
の
 
 歴

史
を
表
現
し
、
文
化
意

識
を
持
っ
て
弾
い
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
小
学

生
の
部
か
ら
大
会
に
入
り
、
 

見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
を
披

露
し
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
三
味
線
フ

ア
ン
や
出
場
選
手
の
家
族

ら
約
一
千
人
が
訪
れ
、
独

特
の
音
色
を
時
に
優
し
く
、
 

時
に
激
し
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す

る
出
場
者
に
、
客
席
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
 

ト
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
・仁
太
坊
賞
に輝
い
た

吉
田
健
一
さ
ん

（北
海
道
登
別
市
）
 



班部 

長
 

長
 

副
分
団
長
 

副
分
団
長
 

部
 

V 
団団団班班部十団団班班班班部 

年 
勤 

員員員長長長続員員長長長長長 
章 

巧諭 

黒白
川 川 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
会
長H
櫛
引
幸
雄
）主
催
に
よ
る

定
期
連
合
観
閲
式
が
五
月
三
日
、
 

金
木
町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小

泊
村
の
各
消
防
職
員
や
団
員
、
合

わ
せ
て
七
百
六
十
人
余
り
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
で
、
場

所
を
金
木
消
防
署
前
に
移
し
て
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
殉

職
消
防
職
員
、
団
員
に
対
し
て
参

列
者
一
同
が
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
模
擬
演
習
が
行
わ

れ
、
金
木
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
遊
戯
、
嘉
瀬
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消
火
訓
練
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
各
分
団
員
全
員
に
よ

る
見
事
な
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
 

消
防
団
員
の
勇
姿
に
来
賓
席
や
家

族
ら
が
大
き
な
拍
手
と
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
観
閲
式
で
行
わ
れ
た
各
表
 

彰
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

（
金木
町
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

分

団
長
 

吉
田
 
進
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
分
団
長
 
加

藤
 

勇
 

部
 
長
 
中
谷
 

明
良

部
 
長
 

葛
西
 
博
美

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
功
績
章
 

団
 
長
 
 

櫛
引
 
幸
雄

▽
精
績
章
 

分

団
長
 
吉
田
 

進

▽
勤
続
章
 

副
団
長
 
中

村
 
健
男

分

団
長
 
今
 

勝
慶

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
第
六
分
団

▽
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労
）
 

金
木
町
第

一
分
団

▽
功
労
章
 

分

団
長
 
今
 

勝
慶
 
 ▽

ニ
十
五
年
勤
続
章
 

副
分
団
長
 

加
藤
 

勇

部
 
長
 

中
谷
 
明
良

部
 

長
 

葛
西
 
博
美

▽
ニ
十
年
勤
続
章
 

分

団

長
 
野

宮
 
正
一

副
分
団
長
 

泉
谷
 
雅
彦

副
分
団
長
 
毛
内
 

英
雄

副
分
団
長
 
外
崎
 
好

信

副
分
団
長
 

松
川
 
兼
良
 

班
 
長
 

団
 

員
 

▽
＋
五
年
勤
続
章
 

吉
田
 

斎

成
田
 
義
道

白
川
 
斬

小
山
内
正

一

工
藤
 
文
裕

山
中
 

満

成
田
 
好
慶

鳴
海
 
公
徳

桑
田
 
哲
明
 

幸
浩

恭
治

直
喜

宏
治

定
幸

繁
福
 
 

団
 

員
 
竹

内
 
義
継

団
 

員
 
其
田
 
弘

美

団
 

員
 
吉
田
陽

一
郎

団
 

員
 
山
中
 

信
弘

団
 

員
 
花

田
 
享
一

団
 

員
 
成
田
 

俊
夫

団
 

員
 
成

田
 
憲
昭

団
 

員
 
原
田
 
克

也
 

団
 

員
 

三
上
 
謙
一
一
 

団
 

員
 
木

立
 
二
夫
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
 

北
五
支
部
長
表
彰
 

班
 

長
 
小
松
 
久

班
 
長
 

原
田
 
豊

団
 

員
 
津
島
 

善
行

団
 

員
 
中

谷
 
時
正

団
 

員
 
外

崎
 
哲
彦

◆
西
北
五
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰
 

班
 

長
 

松
川
 
幸
喜

団
 

員
 
秋
元
 
正
治

団
 

員
 
鳴
海
 

公
徳

◆
金
木
北
部
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰
 

長
 
新
岡
 

幸
浩
 

蛸
島
 
浩
喜
 

長
利
 
知
春
 

其
田
 
弘
美
 

H11111川川ii 広報かなぎ ⑩ 

消
防

団
 

定
期
観
閲
式
 

七
百
六
十
余
人
が
勇
姿
を
披
露
 

A見事な分列行進の金木町消防団 

▲功績が認められ表彰される受賞者 

」
爵
 
耕
蔵

白
川
 
強
 

桜
庭
 
昭
夫

吉
村
 
直
隆
 

原阿外桑鳴新
田部崎田海岡 

団団団団班部 

員員員員長 
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平
成
十
年
度
の
金
木
町
行
政
協

力
委
員
会
総
会
が
四
月
二
十
一
日
、
 

役
場
三
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
 

会
長
に
今
兼
春
氏
（
嘉
瀬）
、副
会

長
に
小
野
元
靖
氏
（
金
木）
、白
崎

秀

一
氏
（
嘉
瀬）
、今
哲
五
郎
氏
（
喜

良
市
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
、
町
行
政
の

円
滑
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上

を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
嘱
し
た
委

員
で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次

の
通
り
で
す
。
 

、
＼
 

‘

ム
フ
 

長
 

会
 

春
 

兼
 

⑩ 広報かなぎ川川mmm'I 

町と地域住民とのパイプ役 

平成⑩年度 

行政協力委員 
決まる 

行政協力委員 ＊印は会長 ⑨印は副会長 〇印は常任委員 

【金木地区】 

本 	町 

栄 	町 

田 	町 

南 新 町

上山道町

駅裏団地

〇 中山道町ー区 

角 田 正男

西津清一郎

徳 田健三郎

白 川 誠治

長尾 匡時

中谷 憲男

中谷 定雄 

上 沢 部

下 沢 部 

〇 旭ケ丘一区

旭ケ丘二区

旭ケ丘三区

大東ケ丘

雲雀ケ丘団地

第二金木団地 

奈良 俊徳

白 川 哲夫

北沢 清一

棟方 孝雄

梶浦 晴二

増 田 茂子

長谷川贋明

工藤 陽子 

〇 上 新 町

＊ 下 新 町 

上昭和町 

下昭和町 

	

本 	町 

	

〇 冷 	水 

	

〇 車 	町 

	

畑 	中 

今 

今 

平川

白 川

原 田

今 

須崎

山 中 

兼春

久治

ハナエ

清治

喜代治

由美

春義 

中山道町二区 角 田 由美 〇 芦野団地一区 工藤弥三郎 後 	町 山 中 章義 

＠ 下山道町 小野 元靖 芦野団地二区 成田 善蔵 上 古 町 鎌田 稔 

美晴町一区 沢田 陽允 朝日団地 米谷 洋ー ＠ 下 古 町 白崎 秀一 

美晴町二区 沢田 	実 上 蒔 田 田 中 忠裁 新 誠 町 津田 孝 

昭和町一区 佐々木男 治 下 蒔 田 徳田 雄治 新堤町一区 外崎 正司 

〇 昭和町二区 角 田 金男 神 新堤町二区 鳴海 公徳 

神明町一区 小笠原正一郎 上 藤 枝 小山内正一 上鍛冶町 津田 正 

神明町二区 桑田 重一 〇 中 藤 枝 工藤武―郎 〇 下鍛冶町 須崎ハッエ 

朝日町一区 工藤 初美 下 藤 枝 工藤 金光 上中柏木 原 田 孝 

朝日町二区 津島 信一 湯 の 川 工藤 源次 下中柏木 原田 豊 

北 新 町 秋谷 	清 林 	下 白 川 テイ子 【喜良市地区】 

小川町一区 笹木 昭治 向 	道 泉谷 久光 〇 更生部落 加藤 康博 

〇 小川町二区 木村不二男 女 	坂 秋元 年ー 西岩見町 元石 美枝 

米 	町 松山 寿樹 上宇田野1区 泉谷 久友 東岩見町 宮崎 典太 

川 端 町 津島 伸治 上宇田野 2区 泉谷 正雄 林 	町 今 清比古 

寺 	町 藤元 昭造 下宇田野1区 松橋 富秋 〇 野 	崎 佐藤 政一 

東芦野町 大橋 昭彦 下宇田野 2区 其田久美子 〇 北 本 町 太田 時郎 

〇 西芦野町 成田 国雄 【嘉瀬地区】 下 派 立 米谷 健二 

〇 浦 	町 花田柾五郎 雲雀野団地 福永 	宏 上 派 立 伊丸岡浅五郎 

新 富 町 白 川 常正 東 	町 斎藤 彦三 〇 南 本 町 今 治郎 

若松町一区 前 田 カ ス 上小栗崎 伊藤 貞光 上 柏 木 今 健ー 

若松町二区 白 川 るみ子 中小栗崎 松川 平内 下 柏 木 中村 利宗 

若松町三区 工藤 義則 〇 下小栗崎 棟方 文弘 〇 下 	町 今 勝慶 

若松町四区 坂本 範子 〇 上 派 立 平井兼四郎 川 端 町 今 勇左エ門 

〇 見 崎 町 竹内 義道 中 派 立 中村 勇治 ⑨ 双 葉 町 今 	哲五郎 

三 軒 町 木下 勝幸 下 派 立 鎌田 善光 
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ち 
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で 

き 

つ 
"  

と 

み
ん
な
で
 つ
く
ろ
う
安
心
な
街

i
矯
濃
淫
 

ら
一
I

「ノ
1
 

運
動
総
決
起
大
会

役
 

が
四
月
二
十
二
日
、
役
場
前
駐
車

ン
 
場
で
開
か
れ
、
防
犯
指
導
隊
員
や
 

▲園児たちも防犯運動 ▲講話する荒磯親方 

少
年
補
導
協
力
員
、
保
育
所
‘
幼

稚
園
園
児
ら
二
百
人
余
り
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
金
木
地
区
防
犯
協

会
長
の
鳴
海
町
長
が
「
犯
罪
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
 

が
行
う
、
平
成
十
年
度
「
だ
れ
に

で
も
で
き
る
や
さ
し
い
講
座
」
 
の

開
講
式
が
四
月
三
十
日
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
今
年
行
う
予
定
の
介

護
講
演
会
や
健
康
食
作
り
な
ど
の

事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
た
後
、
渋

川
会
長
と
鳴
海
町
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
三
十
数
年

ぶ
り
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期

間
中
に
帰
省
し
て
い
て
、
鳴
海
町

長
と
親
交
の
深
い
嘉
瀬
出
身
の
大

相
撲
・
元
小
結
二
子
岳
、
現
荒
磯

親
方
が
講
師
と
な
り
、
相
撲
界
の
 
 伊

輿
部
豊
金
木
警
察
署
長
が
「
地

域
住
民
が

一
致
団
結
し
、
事
故
な

ど
な
く
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
決
意
表
明
を
同
地
区

婦
人
部
長
代
表
が
述
べ
、
参
加
者

た
ち
は
金
木
中
、
金
木
南
中
の
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
を
先
頭
に
町
内

を
パ
レ
ー
ド
し
、
町
民
ら
に
防
犯

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
な
が
ら
犯

罪
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
 

裏
話
し
や
金
木
町
で
の
思
い
出
な

ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し

ま
し
た
。
 

荒
磯
親
方
は
冒
頭
、
「関
取
に
な

っ
た
と
き
、
町
か
ら
贈
ら
れ
た
化

粧
ま
わ
し
に
感
激
し
た
こ
と
を
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
町
に
感

謝
し
、
「辛
い
こ
と
ゃ
苦
し
い
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
辛
抱
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
出
席
者
か
ら
は
「
親
方

の
使
っ
て
い
た
ま
わ
し
を
寄
贈
し

て
も
ら
い
、展
示
し
て
は
ど
う
か
」
 

と
い
う
意
見
な
ど
が
要
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
 

第
十
八
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

長
野
大
会
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合

個
人
戦
に
出
場
し
た
古
川
純

一
選

手
（
喜
良
市
出
身
）
の
報
告
会
が

四
月
十
九
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
ス
キ
ー
関
係
者
や
町
民
、
 

同
級
生
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

日
本
選
手
団
が
閉
会
式
で
着
用
 

ト
長
野
大
会
を
振
り
返
る
 

古
川
選
手
 

長
野
五
輪
報
告
会
ー
 

し
た
白
い
ブ
レ
ザ
ー
姿
で
古
川
選

手
が
入
場
す
る
と
、
会
場
は
拍
手

と
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
 

鳴
海
町
長
が
「
子
供
た
ち
に
夢

と
希
望
、
私
た
ち
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
古
川
選
手
。
町
の
誇
り

と
な
る
活
躍
で
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
。
白
川
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
後
、
後
輩
に
あ
た
る
金

木
南
中
の
ス
キ
ー
部
員
が
花
東
を

古
川
選
手
に
贈
り
、

一
人
ひ
と
り

と
が
っ
ち
り
握
手
を
し
ま
し
た
。
 

古
川
選
手
は
長
野
大
会
を
振
り

返
り
「
前
大
会
は
緊
張
し
て
い
た

が
、
長
野
大
会
は
自
信
を
持
っ
て

臨
め
た
。
四
年
間
は
長
く
、
挫
折

し
か
け
た
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
周

り
の
人
に
助
け
ら
れ
た
。
今
は
、
 

満
足
感
で
一
杯
で
す
」
と
話
し
、
 

「今
後
は
、
目
標
を
新
た
に
決
め

て
頑
張
っ
て
い
く
」
と
誓
っ
て
い

ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
集
ま
る
、
話
し
合
う
、
 

考
え
る
、
実
践
す
る
ー
を
モ
ッ
ト
 

ー
に
、
金
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
連

絡
協
議
会

（
会長
H
渋
川
正
義
）
 

ー
“感
動
を
あ
り
が
と
う
」
 

古

川
 
純
一
 

選
手
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

ー
開
講
式
5
 

(
 



展

示
航
空
機
を
清
掃
 

「N
H
K
の
ど
自
慢
」
 
 金

木

町
 

自
衛
隊

協
力
会
 

芦
野
公
園
内
に
設
置
し
て
あ
る
 

T
1
2
展
示
航
空
機
（
超
音
速
高

等
練
習
機
）
の
清
掃
作
業
を
四
月

二
十
七
日
、
金
木
町
自
衛
隊
協
力

会
（
会
長
H
沢
田
茂
）
が
行
い
ま

し
た
。
 

金
木
町
が
防
衛
庁
か
ら
貸
与
を

受
け
た
T
1
2
型
機
は
、
練
習
機

と
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
教
育
の
最
終
 

今
年
で

五
十
二
年
を

迎
え
た
 

「
N
H
K

の
ど
自
慢
」
に
、
当
町
芦

野
団
地
の
鳴
海
石
吉
さ
ん

（
八
八

歳
）
が
出
場
し
、
見
事
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
 

毎
週
日
曜
日
の
昼
に
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
「
の
ど
自
慢
」
 

は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一

年
に
始
ま
り
、
娯
楽
の
少
な
か
っ

た
時
代
、
人
々
に
夢
と
希
望
を
与

え
、
い
ま
で
は
、
お
茶
の
間
の
人
 
 段

階
に
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
曲
技

飛
行
チ

ー
ム
の
 
「
ブル

ー
イ
ン
パ

ル
ス
」
も
こ
の
飛
行
機
を
採
用
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
会
員
約
二
十

名
は
、
専
用
の
油
性
洗
剤
で
汚
れ

の
目
立
つ
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
拭
き

取
っ
た
り
、
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や

草
取
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
三
月
に
操
縦
席
の

脇
に
タ
ラ
ッ
プ
を
備
え
付
け
、
「訪

れ
る
人
の
記
念
撮
影
に
利
用
し
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
沢
田
会
長
は
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

会
館
で
行
わ
れ
た
本
選
に
は
参
加

者
二
百
四
十
二
名
の
内
、
予
選
会

を
通
過
し
た
二
十
名
が
出
場
し
、
 

そ
の
中
の

一
人
に
鳴
海
さ
ん
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
十
二
年
前
、
黒

石
市
で
行
わ
れ
た
予
選
会
に
出
場

し
た
も
の
の
予
選
落
ち
し
て
し
ま

い
、
今
度
が
二
度
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
予
選
ク
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。
 

予
選
、

本
選
と
北
島
三
郎
の
 

「男
一
代
」
を
熱
唱
し
、
結
果
、
特

別
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
の
ゲ
ス
ト
は
当
町
出
身
の
吉

幾
三
さ
ん
で
、
同
郷
の
よ
し
み
も

あ
り
、
愉
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
 

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
桜
ま
つ
り

の
舞
台
裏
で
、
常
に
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
と
な
り
、
ま
つ
り
に

一

役
買
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

金
木
老
人

ク
ラ
ブ
養
寿

会

（
会長
H
 

木
村
不
二
男
）
。
 

ま
つ
り
や
イ

ベ
ン
ト
と
、
 

人
の
集
ま
る

と
こ
ろ
に
ゴ
 

I
I、
は
つ
き
も

の
で
す
。
桜

ま
つ
り
初
日

の
四
月
二
十

九
日
か
ら
最

終
日
翌
日
の

五
月
六
日
ま
 

で
の
毎
朝
、
五
十
人
体
制
で
ゴ
ミ

の
収
集
や
ト
イ
レ
清
掃
に
と
、
桜

ま
つ
り
を
影
で
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日

（
五月
五
日
）
、前
日
の
 
 好

天
で
大
勢
の
人
が
公
園
内
に
足

を
運
ん
だ
こ
と
も
手
伝
い
、
大
量

の
ゴ
ミ
が
至
る
所
で
目
に
つ
き
ま

し
た
。
五
時
半
過
ぎ
か
ら
七
時
ま

で
の
時
間
の
中
で
、
会
員
の
み
な

さ
ん
は
手
 

際
よ
く
清

掃
活
動
に

汗
を
流
し
、
 

見
違
え
る

ほ
ど
園
内

が
き
れ
い

に
な
っ
て

い
き
ま
し

た
。
 「

ト
レ

イ
内
に
故

意
に
紙
を

詰
め
込
ん

だ
り
し
て
 

い
る
。
 

 
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
私

ら
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
で
し
ょ

う
」
と
、
い
や
な
顔
ひ
と
つ
見
せ

ず
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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クリーン作戦 

ゴ
ミ
収
集
や
ト
イ
レ
清
掃
 

ー
金
木
老
人
ク
ラ
ブ
養
寿
会
5
 

▲清掃作業を終えた協力会々員 

鳴
海
石
吉
さ
ん
“

特
別
賞

一
 

認
 
轟
 
議

ー
「
・
い
 ．
 
気
番
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ト
熱
唱
す
る
鳴
海
さ
ん
 

三
月
二
十
九
日
、
青
森
市
文
化
 

▲大量のゴミの分別作業をする会員のみなさん 



ト 
ち あき 	 まさ ひと 

山田千明ちゃん（ 5才） 山中雅仁くん（ 6才） 

【金木・昭和町】 	【嘉瀬・下鍛治町】 

イチゴが大好き。お姉ち 積み木ブロックやボーJレ
ゃんと一緒に自転車に乗っ で、いつも元気に遊んでい

て遊ぶのにただいま夢中。 るよ。 

いつも芦野公園に連れて行 将来、コックさんになっ

ってくれるおじいちゃんが てお母さんに料理をこちそ 

大好き。 	 うしたいんだ。今、ー番ほ 

今度、東京ディズニーラ しいものはギンガマンのお

ンドに行ってみたいなあ。 もちゃ。 

5

金
木
幼
稚
園
5
 

上
町
「

太
宰
通

り
商
店
街
」
 

佳 作

佳 作 

4 月 6日発行の広報かなぎ「おしらせ版」 
で募集しました上町商店街通りの名称が、 
「上町『太宰通り商店街』」と決定しました。、 
優秀作 鳴海 昭治さん（金木） 
佳 作 「おもいで商店会」 

野呂 郁三さん（金木） 
佳 作 「太宰のふる里商店会」 

工藤 勇蔵さん（金木） 
佳 作 「太宰通り」 

藤元佳奈子さん（金木） 
※多数の応募ありがとうございました。 

地域の皆様の商店街であり続けるよう会員 
一同、より一層の努力をして参ります。 

上町商店有志会 

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
の

文
庫
蔵
に
は
、
貴
重
な
品
々
が
展

示
さ
れ
、
太
宰
文
学

へ
の
理
解
が

深
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
太
宰
さ

ん
の
心
情
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な

落
ち
着
い
た
空
間
が

つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

今
回
は
、
そ
の
展
示
品
の
中
か

ら
、
 一
般
公
開
は
初
め
て
と
い
う

資
料
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
太
宰
さ
ん
が
旧
制
青

森
中
学
校
の
と
き
に
使
用
し
た
と

思
わ
れ
る
ノ
ー
ト
で
す
。
表
紙
に

は
『
考
査
用
紙

・
懸
立
青
森
中
撃

校
』
と
印
刷
さ
れ
、
 
『
一
丁
 
津

島
修
治
』
と
毛
筆
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。
 

太
宰
さ
ん
は
大
正
十
二
年
四
月
、
 

県
」v一
青
森中
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
第
一
学
年
は
、
甲
乙
丙
丁
の

四
組
に
分
か
れ
て
い
て
、
彼
は

一

年
丁
組
で
し
た
の
で
、
太
宰
会
研

究
で
は
そ
の
こ
ろ
の
も
の
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
昨
年
の
九
月
、
青
森
市

の
古
書
店
「
林
語
堂
」
 
に立
ち
寄

っ
た
と
き
に
見
つ
け
た
も
の
で
す
。
 額

縁
に
入
れ
ら
れ
て
、
店
内
の
書

棚
上
部
に
さ
り
げ
な
く
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

社
長
の
木
村
宏
さ
ん
に
譲
っ
て

ほ
し
い
と
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
 

「売
り
物
で
は
な
い
」
と
断
ら
れ

ま
し
た
。
 
「太
宰
フ
ァ

ン
の
姉
が
 

入
手
し
た
も
の
で
、
お
守
り
代
わ

り
に
店
に
飾
っ
て
い
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
来
春
四
月
、
 
「斜
陽

館
」
が
太
宰
治
記
念
館
と
し
て
オ
 

ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

展
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
懇
願

し
ま
し
た
が
、
 
「北
海
道
に

い
る
 

姉
の
了
解
な
し

で
は
で
き
か
ね
る
」
 

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

再
度
、
お
願
い
に
伺
い
ま
し
た

と
こ
ろ
、
 
「太
宰
治
記
念
館
に
展

示
と
い
う
こ
と
で
、
姉
も
承
諾
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
役
に
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
、
快
く
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。
 

開
い
て
見
ま
す
と
、
英
習
字
用

ノ
ー
ト
の
よ
う
で
す
が
、
洋
服
を

着
た
紳
士
、
農
民
や
侍
の
落
書
き

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

「似
合
は
ぬ
者
は
、
m
ス
ル
ク
ハ

ツ
ド
に
ツ
メ
エ
リ
の
洋
服
、
ハ
、
ン

ダ

（
足
駄
）
に
ヂ
ヤ
の
目
の
か
ら

か
さ
、
②
農
夫
の
八
髪

…
 

」
 

と
、
解
説
付
で
す
。
 

太
宰
さ
ん
特
有
の
ユ
ー
モ
ア
セ

ン
ス
と
道
化
的
な
表
現
が
、
お
も

し
ろ
お
か
し
く
、
ほ
の
ぼ
の
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
 

初
公
開
の
貴
重
な
資
料
で
す
の

で
、
入
館
の
際
は
ぜ
ひ
と
も
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

寄
贈
者
の
木
村
宏
さ
ん
、
姉
の

小
林
和
子
さ
ん

（
苫
小
牧市
）
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

太

宰

を
し

の
ぶ
 
①
 

「
初
公
開
ノ
ー
ト
 L 

金
木
町
太
宰
会
々
長

木
 
下
 

巽 

""m川川川l広報かなぎ ⑩ 



⑩ 広報かなぎ mmmmHI 

～
え
 

い
 

い
 

し、 

熱は下がりましたか？ 

熱さましは使ってみましたか？ 

Iしし え 

熱さましが有効であれば
心配ありません。水分を
十分にとらせて翌日の外
来におこしください。 

熱がでた” 

せっかく熱さましを用意
していてもいざというと

きに使わないのでは意味

がありません。まず熱さ
ましを使ってみましょう。 

一一

ーー一一 

熱さましは用意してありますか？

いいえ＋ 

→
 

発熱はいつでも急に起こりま 
す。ふだんから家庭に熱さま 

しを準備しておきましよう。 

熱があっても元気で食欲もふ

だん通りであれば様子をみて
いてもかまいません。水分が
とれていない、吐いていると

いった症状があるときは病院

を受診しましょう。 

発熱そのものよりも発熱によって体力を消耗

したり、脱水状態になってしまうことの方がず

っと危険です。熱の高さだけにとらわれること

なく、水分がとれているかどうか、ぐったりし

ていないか等に十分気を配ってあげて下さい。 

V 
熱さましを使って体温が1で以上下がるよう
ならその熱さましは有効といっていいと思い

ますので、 5- 6時間の間隔をおいてもうー 

度熱さましを使ってみて下さい。体温が1で

以上下がらないようなら今回の病気にその熱

さましはあっていないと思ってください。 

熱さましだけに頼ることなく、氷まくら等で体を冷や

すなど、お薬以外の工夫も忘れないで下さい。 

熱さましは病気の原因を取り除くものではありません。 

飲み薬（抗生剤など）や体の抵抗力によって原因が取り除

かれるまでのその場かぎりのお薬と思って下さい。 

へ
 

へ
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

子
供
に
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
に
 

対
す
る
対
処
の
仕
方
 

小
児
科
 
平
 
野
 
浩

次
 

一
 
発
 
熱
 

子
供
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
み

ら
れ
る
症
状
で
あ
り
、
夜
間
救
急

外
来
で
も
最
も
多
い
訴
え
で
す
。
 

原
因
の
い
か
が
に
関
わ
ら
ず
、
対

処
の
仕
方
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い

る
の
で
家
庭
で
の
準
備
が
な
さ
れ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
緊
急
を
要

し
な
い
症
状
で
も
あ
り
ま
す
。
 

発
熱
に
気
が
つ
い
た
と
き
、
ど

う
し
て
も
熱
の
程
度
に
気
を
と
ら

れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
発
熱

に
伴
っ
た
症
状
の
方
を
よ
く
観
察

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

子
供
の
場
合
、
発
熱
に
よ
り
容
易

に
脱
水
状
態
に
陥
り
ゃ
す
い
の
で

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
熱
が
四

〇
度
あ
っ
て
も
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
急
い
で

処
置
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
三
八
度
程
度
で
あ
っ
て
も
ぐ

っ
た
り
し
て
い
る
、
吐
い
て
い
る
、
 

水
分
が
と
れ
て
い
な
い
等
の
脱
水

に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
性
を
秘
め
 
 た

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

病
院
を
受
診
す
る
ほ
ど
で
は
な

い
に
し
て
も
処
置
が
必
要
な
場
合
、
 

氷
枕
や
熱
さ
ま
し
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
。
最
近
は
氷
枕
の
代
わ
り
に

熱
〇
〇
シ
ー
ト
、
〇
〇
ピ
タ
な
ど

便
利
（
?

）
な
も
の
が
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
 一
O
分
く
ら
い
で

生
温
か
く
な
っ
て
し
ま
い
、
頻
繁

に
か
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 
 使

い
方
に
つ
い
て
も
家
族
み
ん
な

が
覚
え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 
「熱
さ
ま
し
を
使
っ
た
が
熱

が
下
が
ら
な
い
ー
」
と
い
う
声
を

よ
く
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
 

「熱
さ
ま
し
」
と
い
わ
れ
る
薬
は

病
気
を
治
す
H

発
熱
の
原
因
を
取

り
除
く
薬
で
は
な
く
、
熱
を

一
時

期
下
げ
る
だ
け
の
効
果
し
か
な
く
、
 

薬
や
体
の
抵
抗
力
に
よ
っ
て
原
因

が
取
り
除
か
れ
る
ま
で
の
間
に
体

力
の
消
耗
を
防
ぐ
、
そ
の
場
限
り

の
薬
で
す
。
 

「
熱さ
ま
し
を
使
っ
た
が
熱
が

下
が
ら
な
い
」
と
い
う
場
合
、
そ

の
熱
さ
ま
し
が
子
供
に
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
の
か
、
熱
に
全
く
変
化

が
み
ら
れ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
 

せ
ん
。
従
っ
て
病
院
を
受
診
す
る
 
一

端
下
が
っ
て
、
ま
た
上
が
っ
て

ま
で
の
間
の
処
置
と
し
て
は
便
利
 
き
た
の
か
等
を
観
察
し
て
あ
げ
て

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
で
の
 
く
だ
さ
い
。
 

繊
繍
終
襲
か
）「
（
」
ぐ

え
か
き
ん
 

く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
具
合
が
悪
一
 
支
払

（振
込

）
通
知
が

い
と
き
く
ら
い
、
こ
ま
め
に
氷
枕

一
 
年

一
回
に
な

り
ま
す

や
冷
や
し
タ
オ
ル
を
か
え
て
あ
げ

一
 
年
金
の
支
払
（
振
込
）
通
知
が
、
 

る
よ
う
な
密
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
一
今
年
か
ら
年
一
回
に
な
り
ま
す
c
 

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

一
 
通
知
の
時
期
は
六
月
で
す
c

な

ょ
う
か
。
 

一
お
、
年
度
の
途
中
に
年
金
額
の
改

熱
さ
ま
し
の
薬
に
つ
い
て
も
普

一
定
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
別
途
通

段
か
ら
き
っ
ち
り
用
意
し
て
お
き
、一
知
し
ま
す
。
 



4 月末現在 前年同月比 

男 5,851人 	△ 33人 

女 6,439人 	△ 44人 

計 12,290人 	△ 77人 

世帯数 3,940 	 13 

人

口
と
世

帯
 

、 

▼社会福祉協議会へ 

（敬称略） 

～福祉のために～ 

・沢田うめ子（昭和町） 

6,900円 

・あすなろ会 

（代表＝伊丸岡秀昭） 

100,000円 

・三上賢一（田町） 

10,000円 

あなたの善意 
ありがとうございました 

伝

言
板
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

四
月
二
十
六
日
、
芦
野
公
園
内

家
の
カ
ギ
 

（
恐
竜
の
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
付
）
 

四
月
二
十
七
日
、

民
俗
資
料
館
前

黒
の
手
さ
げ
バ
ッ
ク
 

（
中
に
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
な
ど
）
 

四
月
二
十
九
日
、
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
 

ト
前
 

む
ら
さ
き
色
の
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
 

（中
に
傘
カ
バ
ー
な
ど
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察

署
落
し
物
係
ま
で
。
 

⑨
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
 

方
は
役
場
企
画
室
ま
で
。
 

戸
籍

の
窓
 

四
月
届
出

分
 

お
め
で
と
う
 

（
昇

）
嘉
 

（正
樹
）
 

（
政広
）
 

（
仁
 

（春
行
）
 

（正
義
）
 

（将
経
）
 

（
穣
 

下
山
 

荊
奈

（
泰治
）
金
 
木

田
過
 
職
費

（義
彦
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

な
フ
 
利
也

（栄
蔵
）
嘉
 
瀬
 

「
小
野
寺
美
香

（貞
作
）
青
森
市
 

、
福
士
 

透
（
勇
）
五
所
川
原
市
 

「
徳
田
 
泰
子
（
信
三
）
金
 
木
 

、
小
林
 
保

（
鉄正
）
中
里
町
 

「
泉
谷
真
奈
美
（
久
友
）
川
 
倉
 

、
秋
庭
 
宏
美
（
芳
美
）
鶴
田
町

ノ
石
戸
谷
美
千
子
（文
雄
）
金
 
木
 

、
宮
尾
 
重
信
（
重
光
）
千
葉
県
 

「
沢
田
 
る
み

（清

一
）
金
 
木
 

（
」野讐
難
一」
里栖
 

（
醗糾
評
畿
藤駈
 

霧
恵美
碓
一
」

か課
尋
 

金
ザ
購
証
霧
ね
 

お

く
や
み
 

吉

崎
 
繁

光
（
6
2才
）
嘉

津
島
辰

五
郎

（9
3才
）
金

山
中
 

コ
 
ョ
（8
4才
）
嘉

今
 

睦

栄

（6
1才
）
川
 

山
中
 

悦
子
（

6
3才
）
 

小
林
 

せ
 
つ
（
8
1才
）
 

津

田
 
イ
 
ソ
（7
6才
）
 

米
谷
 
し

裏
（
9
2才
）
 

楼
庭
 

貞
三
（

8
7才
）
 

泉
谷

専
太
郎
（
8
4才
）
 

白

川
 
キ

子
（
7
4才
）
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際
申
し

出
て
く
だ

さ
い
。
 

岡金鳴山米山松沢

田本海中塚中川田 

議iロ佳ゆ舞，t t. 
、ノ 、ーノ 、ーノ ～．ノ 、ーノ 、ーノ 、ー／ 、ノ 

喜金嘉嘉嘉中嘉嘉 
良 	 柏 
市木瀬瀬瀬木瀬瀬 

倉瀬木瀬 

さ 

つ 

き 

ゆ
い
 

一緒にウルトラマンご・

しようね！（兄雄登よ 

つ、ー 

Iり） 
って 
Iり） 

思いやりのある子にな・ 

ほしい 	（父正樹よ 

は じめま して 

貴套 起ち 

樹き 登と 

金嘉

木瀬 

嘉
 
瀬
 

喜
良
市
 

喜
良
市
 

金川

木倉 

素直な優しい子に育ってほ 健康で丈夫に育ってほしい 
しい （祖父正土より） 	 （父正義より） 

陽だまりのように心暖かな人に
なってほしい（母佐奈江より） 

	ノ 

J
 

急
 

陽ひ 

遥
 

IIHHrHIHI川 広報かなぎ ⑩ 


